
まとめ：昨年度は、ITSをとりまく環境が近年大きく変化し、加えて震災やICTの発
展などが社会にインパクトを与えたことから、ITSに対する産業界の取り組みの方向
性と広がりおよび課題について述べた。今年度は、新しい領域にチャレンジングに取
り組んでいる各企業に具体的なプロジェクト、システム、製品やキーコンポーネント
の事例を紹介いただいた。これらの企業の取り組みから、新しいITSの事業化に向け
て活動を練っている企業、あるいは既に取り組みを実行しつつある企業の方々に何ら
かの参考となり、相乗効果が生まれてくることが期待されている。
　また、産業界の取り組みでは基盤となる市場である、自動車産業、通信産業、電子
工業産業の生産動向を整理した。更に産業界におけるプローブ情報に関連する動きと
しては、プローブ情報とは何か、プローブ情報活用の技術的視点から見た分類および
プローブ情報関連の最近のトピックス、民間テレマティクス事業者によるプローブ情
報関係事業例などについて記載した。

　本年度はITSの新しい領域にチャレンジングに取り組んでいる企業に日本の事例と海外事例についてご紹介いただいた。
執筆は、ITSの活動に多大な関与を頂いている常任理事企業（12社:五十音順）に具体的な国内事例を挙げていただいた。
　また、「2012年度第3回ITS Japanコミュニティプラザ」や「第7回日本ITS推進フォーラム」でご講演いただき好評を博
した会員企業にも、講演内容を基にご執筆いただいた。ITSの新しい領域への取り組みは、気象情報サービスを提供する
会社や高速通信（LTE）を提供する通信会社にも広がりをみせているほか、グローバルにトータルソリューション事業を
展開している企業も取り組んでおり、海外事例として紹介いただいた。以下に各企業からの事例一覧表を示す。

図表4−1　各企業からの事例一覧表

　この1年間を振り返るとその変化も見逃せないものがあ
る。産業界にとって大きな転機となると考えられる政権交
代が行われ、大幅な金融緩和へと政策が大きく変化してお
り、円安の傾向が現われ、自動車など輸出産業には大きな
利益改善の要因として働いている。一方、火力発電が中心
となり化石燃料を輸入するエネルギー産業は事業に大きな
影響を受けている。また、長期間続いてきた円高は、電子
情報産業の国際競争力に、事業継続を危うくするまでの体
力消耗戦を強いており、電子製品や半導体を中心に膨大な
赤字や事業の切り売り、政府や関連する他企業からの支援
を余儀なくされている。
　また、新興国を中心とした工業化は、燃料の大量消費を
招いただけでなく、国境をこえた大気汚染という課題を大
きくクローズアップしている。他方、国内の道路インフラ
では老朽化といったリスクが顕在化し、道路のサステナビ
リティに厳しい現実をつきつけた。更に、フィジカルな
安全確保の問題だけでなく、他人を踏み台にしたパソコン
を用いたなりすまし事件も巧妙化し、サイバーにおけるセ

2. 産業界におけるITSの広がり
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会社名 テーマ  掲載頁
沖電気工業（株） 車車間通信システムの展開に向けた開発事例 P. 154

住友電気工業（株） スマートフォンで広がるテレマティクス P. 155

（株）デンソー ・HEMSと連携したEV･PHV用相互電力供給システム「Vehicle to Home（V2H）」
・ヘッドアップディスプレイ（HUD）〜いつもの安心･もしもの安全を提供する表示装置〜 P. 156

（株）東芝 これからの社会に向けた統合交通システム（Integrated Transport Solution） P. 157

トヨタ自動車（株） スマートモビリティ社会実現へ向けた取り組み
〜協調型ITSの進化とクルマとITSの新しい付加価値〜 P. 158

日本電気（株） 安心安全を実現する路車・車車間通信システム　〜CAR-2-Xコミュニケーション〜 P. 159

日産自動車（株） 2人乗り超小型モビリティ（原付自転車以上、軽自動車未満）
「NISSAN New Mobility Concept」 P. 160

パナソニック（株） カーナビゲーション連動スマートフォン用アプリ「おでかけナビサポート ここいこ♪」 P. 161
（株）日立製作所 EVレンタカー向けクラウド型充電管理システム P. 162

富士通（株） ビッグデータ時代の位置情報を活用したクラウドサービス P. 163
本田技研工業（株） 情報通信で人と車がつながる、エネルギーで車と家庭と社会がつながる P. 164

三菱電機（株） ITSによるスマートコミュニティの実現に向けて
〜電気自動車を用いたスマートグリッド実証実験システムのご紹介〜 P. 165
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※１ （株）ウェザーニューズ 参加型、やわらか頭で変わる気象サービスとITS P. 166

※１ エリクソン・ジャパン（株）    携帯電話網を利用したITS　〜ITSスポットと携帯電話網の連携に関する走行実験〜 P. 167
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※2
日本アイ・ビー・エム（株）

低炭素モビリティ／都市交通領域から9つのグローバル先端事例の概要紹介 P. 169

①マルチモーダルでの移動　〜公共交通と低炭素モビリティを融合したシームレスな
　Smarter Mobilityソリューション（Lyon-Optimod project）

P. 169②リアルタイム交通情報システム
　〜低コスト・短期間での実現モデル（カンザス市他 パイロット）
③リアルタイム交通情報システム（Smart-in-Car）
　〜車のCAN情報を利活用した安心・安全サービス（オランダEindhovenパイロット）
④スマートな移動のパーソナルサービス　〜Smarter Traveler™（Californiaパイロット）

P. 170
⑤スマートなパーキング・サービス
　〜市街地全体のスマート化につながる統合型パーキングサービス（ニューヨーク市他）

⑥渋滞税課金システム　〜本格運用のリファレンス・モデル（ストックホルム市）

⑦走行距離課金システム　〜走行距離税の先進的な導入試験（オランダEindhovenトライアル）

P. 171
⑧シティー・オペレーション・センター
　〜レジリエントな都市実現に向けた統合危機管理センター（Rio de Janeiro）
⑨スマートグリッドと電気自動車（EV）の連携（V2G）
　〜EDISONプロジェクト（デンマーク・ボーンホルム島パイロット）

キュリティの重要性も再認識させられる結果となった。
　一方では、車の自動運転技術をグーグルのようなグロー
バルなネット企業が発表し、走行実験を行うなど、従来の
企業分野を超えた広がりを見せている。
　このように激しい環境の変化を、産業界は敏感にキャッ
チアップしながら、将来の姿を予想して一歩ずつ足を踏み
出しており、新しい製品を開発し、社会実験などへ参加し
ながら方向性の確かさを探り、知識やノウハウを蓄積しつ
つ前進している。
　昨年度、ITS Japanは産業界を取り巻く環境変化や、そ
れに基づく産業界のITSについての動向を把握し、その方
向性をITS年次レポート2012に表した。本年度は、さま
ざまな環境変化を受けて企業がどのように対応している
か、ITSに関連する代表的な企業自ら寄稿いただき、産業
界の方向性として実現化しつつある製品やシステム、社会
実験の状況を紹介する。これらの企業動向を踏まえた上
で、今後の産業界に関連するITSの将来への方向性を汲み
取っていただければ幸いと考えている。

※１は、「2012 年度第３回 ITS Japan コミュニティプラザ」で講演いただいた内容

※2は、「第7回日本ITS推進フォーラム」で講演いただいた内容

152 153

第
4
章

第4章　産業界の ITS動向 2013年版




